
 2 

会 議 名 議会改革特別委員会 

開閉日時 平成２７年１１月２５日（水） 

 午前１０時２８分～午前１１時４９分          

会  場 委員会室        

 

１．出席者 

      ２番 神 谷 利 盛、 ４番 浅 岡 保 夫、 ５番 長谷川 広昌、  

６番 黒 川 美 克、１１番 神 谷 直 子、１３番 北 川 広 人、  

１２番 内藤 とし子、１６番 小野田 由紀子 

オブザーバー 議 長、副議長 

 

２．欠席者 

   なし 

 

３．傍聴者 

   杉浦康憲、柳沢英希、柴田耕一、杉浦敏和、鈴木勝彦、小嶋克文 

 

４．説明のため出席した者 

   なし  

 

５．職務のため出席した者 

   議会事務局長、書記１名 

 

６．付議事項 

 （１） その他 

 （２） 今期の検討テーマについて 

 

７．会議経過 
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 委員長挨拶 

 

 

委員長 ただいまの出席議員は全員であります。よって本委員会は成立いたし

ましたので、これより議会改革特別委員会を開会いたします。次に、本委員会

記録の署名委員の指名についてであります。本件については、委員長から御指

名申し上げて御異議ございませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、副委員長の黒川美克委員を指名いたします。 

 

委員長 本日の案件は、お手元に配布されている付議事項のとおりです。それ

ではこのように進めていきたいんですけども、まず初めに先般行われました議

会報告会におけるアンケート結果ができておりますので、その件を先に進めて

いきたいので申しわけございませんが（２）の、その他から進めていきます。

よろしいですかね。 

 

議 題 

２ その他 

委員長 それでは議会報告会のアンケート集計ということで、副議長から御報

告いただきたいと思います。 

副議長 皆さんのお手元に配布させていただきましたアンケート集計と、あと

御意見ということで配布させていただきました。まずアンケート集計について

は、こちらに書かせていただきましたように前とはちょっと書き方が変えてあ

りますけど、ごらんのとおりです。あと数と、それから議会報告会の開催に参

加されたことがありますかということ、それからどこでお知りになりましたか。

それから本日の報告会の内容ということで、以上の内容で全員の参加がこれだ

と９人ですか、９人ですねはい、ということです。あと御意見等が一応ずっと
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書かせていただきましたけども、この内容については今後この次回のぴいぷる

に載せるに当たって、いつもですとこの議会改革特別委員会でこれについて意

見、意見はいつも載せてなく何ですか、質疑ですか。質疑に対してということ

でその回答を載せたりしたときもあれば、省いて載せなかったときもあるもん

ですから、その辺もこの中でちょっと御意見いただければ次のぴいぷるの委員

会の中で調整というか皆さんで御意見伺って進めていきたいと思いますので、

その辺よろしくお願いいたします。 

委員長 それでは、このアンケート集計の１から４まではごらんのとおりとい

うことです。それで５に対してですけれども、これに関しましては御意見と質

問とあると思いますけれども、質問に対してお返しをしなければならないもの

をこの中でピックアップをしてそれに対する回答をつくって、次回のぴいぷる

とホームページに掲載するという流れになります。で、この件を今までもそう

ですけども、この議会改革特別委員会でやってきておりますので、広報広聴委

員会が設置をされていない段階でありますし、今の議会報告会の要領に関しま

しては、議会改革でこれに関しては進めていくということになっておりますの

で、ここの中で言ったようにどの質問を掲載し、どの質問に対して答えをどの

ようにつくっていくか。そしてその答えの内容を皆さん方が御納得の上、御了

承の上掲載していくという流れになります。よろしくお願いをいたします。こ

れは、皆さんは今日初めて見ておられると思うんですけども、そんなにたくさ

んではありませんので、もしよろしければ質問のピックアップでは回答するに

値する質問という部分のピックアップをここでやっていきたいと思いますけれ

ども、よろしいでしょうか。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 こん中で質問として挙げられる部分というのが何番目か、１、２、３、

４、５、・・・１０番目の報告会についてというので１、２、３とありますけれ

ども、ここの報告発表する項目を選んだ理由はなぜか、多くの議案等の説明が

ないというところでこの報告発表する項目を選んだ理由というのは、重要案件
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ということで当日委員長さんが言って説明をしておると思いますけど、その部

分が何かこう伝わっていないというか、どういう理由で選ばれているのかとい

うところを多分質問されていると思いますけど、これはどうしましょうかね。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 気になる部分だけを先に言っていきますと、そこの部分とそれからそ

この下の三州瓦屋根工事奨励補助金に関しての２番目、高浜市単独の数字です

かというところ、それから４番目は微妙な書き方ですけども見直す時期ではあ

りませんか、意見といえば意見でいいのかなという気もします。個人的なレベ

ルで言うとそれぐらいかなと、質問として捉えられるのは、ただし質問として

捉えるにしてもちょっと回答も非常に難しい、三州瓦はいいですけれども、一

通りお目通しいただきましたかね。質問という形で、これはあくまで市民の方

が書かれたものですので、書かれたものをそのまま言葉で言ったものではあり

ませんので、このとおりに捉えると、質問として捉えるのは二つぐらいかなと

いう気がするんです、どうでしょうか。 

意（２） 一番最後のポッチのところなんですけど、このページの、市のホー

ムページで市議会に関するっていうところですけど、市のホームページに情報

が載るのがいかにも遅いって感じておりますって書いてありますけど、私もち

ょっと同じことを考えていて思って、やっぱりこれは。 

事務局長 マイク。 

意（２） すいません、同じことを私も思っています。ですから例えば回答方

法として６月議会が議会完了月の翌月末までには掲載するようにしますとか、

委員会完了月の翌月末までに掲載しますとか、何かそういうコミットメントは

僕はしたほうがいいような、するべきではなかろうかという意見です。ただ、

できない理由があるんでしょうけれども。 

事務局長 ただいまの件でございますが、この市のホームページの情報提供と

いうのはきっと会議録のことだと思っておりまして。 

意（２） はい。 
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事務局長 実は本当にこれは申しわけないと、遅くなっております。事情等々

ありますが、ここでは本当に議会の方の、議員さんにも御迷惑をかけておる項

目だと思っております。今、順次ホームページにアップするように準備をして

おるところでございますので、ここの部分については事務局で回答をさせてい

ただきたいということを思っておりますが、よろしいですかね。今、利盛議員

も何カ月、期限を切って載せるとしたらどうかという御意見でございますが、

今のちょっと状況で大変申し訳ございませんが、期限を切れるようなちょっと

状況でもございませんので、その辺は事務局でちゃんと回答をさせていただき

たいなということを思っておりますが、よろしくお願いしたいです。 

委員長 ということなんですが、ただ先ほどの副議長の話だと質問に対しての

回答を載せておるということで、通常のパブリックコメントなんかだと例えば

承っておきますだとか、いろんないただいた意見に関しても回答を書いて載せ

るというような場面があるわけですけれども今、事務局長が言われたみたいに

ここに関しては、ここは事務局が書きますわっていう話はそれはそれでいいん

ですけれども、ここに対しても書くんだったら、ほかんとこにも書かにゃあか

んという話になるんじゃないですか。要はこういう御意見に対して、こういう

ことを重く受け止めますだとか、承っておきますだとかいう回答を書いていか

ないと、ここだけを捉えて上げるというわけにはいかない。これ、質問になっ

ていませんもんね。ですからそこのところはじゃあどうしましょうか。真摯に

対応するということであればホームページは、要領はそんなに考える必要はな

いと思うんですよね。ただ、ぴいぷるは紙面の部分というのはある程度限られ

ておるもんですから、多くのものを載せることはできないと思うんですよ。そ

ういう点でいえばどうですかね。 

副議長 今言われたように質疑に対して回答ということになんですけれども、

前にちょっと先回かどうかあれなんですけれども、意見についても多少載せた

こともあるもんですから皆さんこの中で話していただいて、御意見いただいて

これはということであれば、今言われる枠っていうか紙面の全体的な構成もあ

るんですけど、これは載せておいたほうが今後ということであれば、一応皆さ

んがよければ載せることはできます。 
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委員長 ということですので、例えばもう少しこう絞っていくことも考えると

この（５）の、上から３つ目のポッチから先ほど報告会についての上までのと

ころを見ると、例えば報告会のことを早くもっと市民の方々に伝わるように、

報告会の開催がね、早く伝わるようにしてほしいっていうことがおおむね書い

てあって、報告会の内容ももっとわかりやすくやってほしいというようなこと

が書いてあると思うんですよ、ざっと。そうするとそれを一くくりとして、御

意見として受け止めてさらに改善しますとか、例えば広報広聴委員会を設けて

そちらで検討を進めていきますだとか、というような回答が当然つくれると思

うんですよね。で、それから先ほど言った三州瓦のその下のところの１番の委

員会資料についてというところも、これも報告会についてのことですから、こ

れも加えていけば同じような回答になってくるのかなあという気がします。そ

れから市のホームページでの市議会の情報等の遅いという話は、先ほど事務局

長が言われたように事務局で若干こうこうこういう事情の中でということも入

れていただきながら改善、改良を進めていくというような回答をつくってもら

うということでいいのかなあという気がしますし、２ページ目に関しては、こ

れは一番上は報告会の件ですので、これは回答に値すると思うんですけれども

２番目、３番目のポッチは、これは要望ですのでこれはここに、ぴいぷるだと

かホームページに載せるものではないのかなあという気がしますので、そうす

ると大ざっぱに報告会の件と、それからホームページの件と、それから質問と

いう形で、３つぐらいにまとめられるのかなあという気がします。全文を同じ

ように載せるのかどうなのかということは、先ほど言ったようにぴいぷるは書

面の枠の問題もありますので、それをまた編集委員会で検討いただいて、今言

った３つぐらいのくくりで回答をするというような形でどうでしょうか。 

副議長 もう一度、改めていいですか。 

委員長 はい。 

副議長 もう一度、今３つということでそのここに書き出してある項目でくる

と、どの部分からかということをもう一度すいません。 

委員長 はい僕は委員として言っているんで、皆さんに決めていただければい

いんですけれどもまず一番上のポッチは、ポッチと１番目と２番目は、これは
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要らないと思います。それから３番目はこれ、報告すると、早く知らせるとう

のは、これは議会報告会のことだと思うんですけどもここから、３番目から下

ずっといって報告会についての上まで、これは議会報告会の内容について、あ

るいは市民広聴会をやってほしいなあというようなことが書いてあると思いま

す。それから報告会についての中の１、２、３とありますけども、ここの部分

に関しての１番、報告を発表する項目を選んだ理由はなぜかというのは、これ

は質疑として捉え、質問として捉えていただくと回答すると。それから、三州

瓦屋根工事奨励補助金に関しましても単独の数字ですかというところで質問に

なっておりますので、これも質問としての回答をつくらなければいけないかと

思います。それからその下の１番、委員会資料の作成についてというところか

らその次の、議会報告会の資料の構成が統一されれば見やすいと思いましたと

いうところに関しては、これは報告会の内容ですので一番初めの括りと同じ扱

いでいいのかなという気がします。それから市のホームページで市議会に関す

る云々というところ、これに関しては先ほど局長からも答弁があったように議

会事務局の関係もございますので、そちらのこととしてこれは一項目として捉

えるべきかという気がします。それから２ページ目の一番上のポッチ、これは

議会報告会の件ですので先ほどの一項目に加えるということで。で、２枚目の

２ページ目の２番目、３番目のポッチに関してはやっぱり要望ですので、これ

はこのままとしていくというように思います。ですから質問としては二つ、そ

れから御意見として承ってそれに対しての回答ということでいうと、二つとい

う形のくくりができるのかなあという気が私的にはするんですけれども、どう

ですかね。 

意（２） 神谷としてはそのくくりでいいと思います。内容はこれから考えま

す、はい。 

委員長 それでは、どっちにしても議会改革の特別委員会として出すわけじゃ

なくて高浜市議会として出すわけですので、議長の御意見ありますか。よろし

いですかね、今みたいな感じでよろしいですか。 

議長 はい、いいです。 

委員長 はい。それではこれも皆さん方の御了承をいただいていかなければな
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りませんので、こういう意味合いの意見に対してこういう回答をしますという

ものを連ねないといけないと思いますので、これに関しては一応正副委員長に

お任せをいただいて、まずもって皆さん方にお示しするものをつくります。そ

れでもって、検討をいただくということでどうでしょうか。ここで一文一句を

ごたごた言っても多分決定していかないもんですから、それでどうですかね、

よろしいですかね。 

 

 「異議なし。」との発言あり。 

 

委員長 それでは正副委員長に御一任いただいて、基本的には副委員長がつく

りますのでよろしくお願いをいたします。はい、それからもう一点、議会報告

会におけるアンケート結果、意見質疑についての対応ということでは皆さんほ

かに御意見ありますか、よろしいですか。 

意（１２） この前初めてみえた方だと思うんですが、全員が前に、議員が全

員前に座っていたじゃないですか。で、議員さんがこうずらっと並んでいると

気後れしちゃうというのか、意見がなかなか言いにくいという意見も出ていま

したので、だから担当の委員会とかそういう方たちだけが前に出ていって話を

するでもいいのかなというのをちょっと感じましたんで、ちょっとその辺りを

検討してみていただきたいと思います。 

委員長 はい。この後でもちょっと少しお話をさせていただこうと思ったんで

すけども、この１２月議会定例会の最終日に会議規則の変更の議案を、議運か

ら出していただきます。これは広報広聴委員会の設置の議案になります。で、

この１２月でやっておいて、多分ですけど３月の定例会ではその広報広聴委員

会の設置の議案を出して設置をしていかなければ３月定例会の議会報告会の準

備が間に合っていかないんだろうなあと、スケジュール的には思うんですね。

ですから今、内藤とし子委員が言われた件に関しては、反対にその３月の段階

で委員会が設置されればその委員会の中で、要は運用の部分でありますので、

議会報告会の。そこで議論をしていっていただければ、結構なのかなあという

気がいたします。一応スケジュール的に最短でみていくと、そんなスケジュー
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ルになるのかなあと思いますので、そんなような形でどうでしょうか、内藤と

し子委員。 

意（１２） それでいいと思います。慌てて決めることではなくて、やっぱり

どういう形がいいのかじっくり検討してやっていけばいいと思いますので、そ

れでいいと思います。 

委員長 はい。それでは、そのようなそこの流れに持っていけるようにしてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。それからもう一点、前回

の議会改革特別委員会で、今回のこの間終わった議会報告会で、広聴会の開催

を見送るということを決定させていただいて、広聴会はやりませんでした。た

だ、そのときは委員からの御意見にもありましたけども、公共施設のあり方の

説明会、市民説明会をやっている中で市民の方々にその件で御意見を伺うべき

じゃないかという意見もいただいたところではありますけども、市民説明会が

全地区で終わっていない中でやるっていうのは、ちょっと時期的にいかがなも

のかということで見送らせていただいたという経緯がありました。ですから今

のスケジュールでいくと、１月の中旬には全地区での市民説明会が終わるわけ

ですね。で、これが十分かというか、それは置いておいても一応各小学校区で

の説明会、公式な説明会が終わるということになります。で、それ以降で広報

広聴委員会の設置がない中で広聴会をやるということであるんであれば３月定

例会のスケジュールを考えても、やるかやらないかということを実際現段階で、

やるかやらないかを早めに決めないと当然これはスケジュールを皆さん押さえ

なきゃいけないというところと、それから今回のこのアンケートでも多くあり

ましたけど、インフォメーションが遅すぎるという話が市民の中から出てるわ

けですよね、議会報告会の案内が遅かったと。遅いというか、知らなかったと

かいうことがありました。で、意見の広聴をする場所をもし持つんであれば、

早目に決めた方がいいのかなあという気がします。そこで皆さん方に御意見を

伺いたいんですけども、あくまでその前回、我々がやる広聴会の日程を前回飛

ばした理由が、市民説明会が全部終わっていないからという理由でしたので、

１月中旬以降でもしやるということであるんであれば、ある程度早目に決定し

ていきたいという意味を含めて、皆さん方に御意見を伺いたいと思います。広



 11 

聴会の開催について、どのような見解をお持ちになっているのかっていうこと

をお聞きできればと思います。また会派の意見もあると思いますので、御相談

するような場面がもし調整できるんであれば持ち上げていただいても結構です

けれど、一度現段階で御意見を伺わせていただけたらなということを思います

ので、ここでちょっと入れさせていただきました。御意見のある方、いらっし

ゃいますか。 

意（１２） 開くべきだと思いますのでそのように予定をしていきたい、いく

べきだと思っています。 

委員長 ほかに。 

意（１６） はい、広聴会をやるというのなら、今委員長が言われました１月

ぐらいにやったほうがいいかなと思っております。３月議会を経てということ

になると時期尚早になろうかと思いますので、やるのであれば１月でもいいか

なと思います。１月でも２月までですね。 

委員長 ほかに、どうですかね。 

意（４） はい広聴会、基本的には多分開くということになると思います。で、

ただ会派としてはちょっとすいません、まだちょっと煮詰めてないかと思いま

すので、ちょっとここでは意見としてはちょっと、個人的な意見になると思う

んで。今までの話でいけば、やはり説明が遅いと市民の皆さん思われているん

で、やはりこれからの高浜市の２０年、４０年辺りを考えるということにおい

ては、広聴会は必要であると個人的には思っていますので早いほうが、後手後

手に回るような感じがしますので、早いほうがいいかとは思っています。以上

です。 

委員長 ほかに何かございますか。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 開催するんであれば先ほど言ったように１月の、翼が１４日でしたっ

け。 

意（４） １４日です。 
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委員長 １４日で一応公式な市民説明会、各学区での公式な説明会は終ります

ので、そうすると１月の１５日から２月の議会開会前までのということになる

と思います。それではこの件に関しましては、早急に皆さん方各会派、あるい

はお持ち帰りになって、おまとめいただいて再度伺います。早急にこの件だけ

をどうするかっていうことで、この委員会で決定をすればそれでよしというも

のではないのかもしれませんけれども、早目に進めていかないとスケジュール

の押さえも難しいと思いますので、それでは一応今日のところは持ち帰りとい

うことで進めていきますので、よろしいでしょうか。 

 

 「異議なし。」との発言あり。 

 

委員長 はい、それではその他。皆さん、ほかに何かございますか。よろしい

でしょうか。 

 

（１） 今期の検討テーマについて 

① 議会・行政資料のＩＴ電子データ化について 

委員長 これは前回、神谷利盛委員より視察の報告をしていただきました。委

員の方々には情報収集をお願いしておりましたけれども、今回についても神谷

利盛委員より報告したい内容があるとの申し出がございましたので、神谷利盛

委員より報告をお願いしたいと思います。 

報（２） では神谷から、ちょっと報告をさせてもらいます。ＩＴをやるんで、

ペーパーレスで前方のプロジェクターということです。今回報告させていただ

きますのは前回も口頭で言っただけなんで、またＩＴ関係についての、よくわ

かっている方あるいはわかっていない方もあると思いますんで、ざくっとこん

なようなイメージで考えていますよということを申し上げます。検討させても

らったのは行政グループの中川副主幹と、それから総合政策グループの岩月さ

んです。中川副主幹は行政側で、ファイリング等についてまとめる立場にある

ということを伺っています。それから岩月さんは、庁舎内のいろんなパソコン

のシステムをまとめることにたけた方だと伺って、それでヒアリングをさせて
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いただいた上で、３人でいろいろ検討しました。基本的に市役所内で使う資料

というのは膨大な資料があるわけですけど、それを今この庁舎内のＬＡＮ、ロ

ーカル・エリア・ネットワークというんですけれども、その中でいろいろな方

がちゃんと情報を取りにいくような仕組みになっているところです。その中に

矢印が下にいっている矢印と上にいっている矢印があって、上にいっているや

つはバッテンがついていますけど、議会事務局のものの局長のところに結局な

るわけですけど、そこにサーバーを一つ置きます。で、サーバーっていうのは

情報を一旦蓄えられる、蓄える本棚とか、そういうもんだと思ってください。

そこに庁舎から、行政側からデータをそこに蓄えるということです。セキュリ

ティの問題いろいろあるもんですから、上向きのバッテンというのは情報が上

に上がらないと、そういう意味でバッテンにしています。あくまでもここのと

ころはもらうだけと、そういうことなんです。ここでセキュリティというもの

は保たれます。そうしますと情報がこのサーバーにいっぱい入ってきますので、

考えなきゃいけないのはファイリングの仕方になります。それで、そこのファ

イリングさえきちんとあるルールのもとでやっておけば、次にこれはタブレッ

トをイメージするというかパソコンをイメージしますけど、そこからあくまで

もこの議会は、当局側から提出される資料をここにためておくという、そうい

う意味なんです。そうすると、いかにここで見やすく取り込みやすいような形

で整理整頓するかということになってくるだろうと思います。で、多分そのフ

ァイルの仕方としてはちょっと検討しなきゃいかんところがありますけど、イ

メージとして捉えてほしいんですけれども、１２月議会の資料をいただきまし

たのでこういった議会という一つのフォルダを設けて、あと議案、６６号議案

からずっと議案があって資料がぶらさがるというような、そんなイメージ。そ

れからその下に総務建設、福祉文教、公共施設とかがありますので、それぞれ

の分科会、委員会ごとのファイルを設けて、そこにそれぞれの資料を入れても

らうというような、そんなイメージになってくるかなと思います。これは資料

の量だとか、ものをちょっと十分把握しているわけではないのでわかりません

けれど、こんなようなイメージでまとめていくと取り組みやすいかなと思いま

す。で、特記事項としていろいろ書いていますけど、基本的な考え方としては
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市庁舎内のみでダウンロード可ということにします。データを取りにいってパ

ソコンの中に入れる、つまり自宅に持ち帰って自宅からここのサーバーにアク

セスしてデータをもらうということはしない。あくまで議会、この市役所の庁

舎の中でするというような、この庁舎内だけの無線ＬＡＮの仕組みをとってい

くと。それから自宅の自前のパソコンにダウンロードするものについては、パ

ソコンの中にメモリーに入れておけるわけなんで、自宅に持っていって見るこ

とは可能になります。で、ここには取りにいけない、庁舎内にしか取りにいけ

ないと、そんなルール化をしたほうがいいではないかと思います。漢字を間違

えました。パソコン、タブレットは基本的には自己負担、当面は自己負担でや

ると。それから使用の際については、議長さんに事前承認のつもりで書いたん

ですが、ちょっと字が間違っていました。事前承認していただいた上で認める

もんですから、ここに取りにいくときはパスワードレベルで取りにいく。それ

から、あとはもうこれは言われることなんで紙、要らない人は紙を使わないと、

必要な方は紙資料を併用するというようなことを考えて。またあといろいろ懸

念事項、これが出てくると思いますんで、それを変えながら取り入れていこう

というつもりであります。きょうのところの報告で言うのは、こんなイメージ

でどうでしょうかねということになります。来月はもうちょっとソフト、ハー

ド的に突っ込んだシステムをちょっと岩月さんに依頼していますんで、そこで

もう少しできるかなと思います。で、きょうはたまたま事務局の加藤さんから

ペーパーレスの会議システム、こんなのがちょっとあるようなんです。これさ

っと見たところ５０人ぐらいで一緒に使えると思うんですけど、全部資料とし

て閲覧できるという形です。ソフトの中で発表者、議会、当局側がある資料を

こうパソコンに映します。そうするとそれが全員のパソコンに同じ資料が映っ

て、当局側が１枚めくると見ている方の資料も全員１枚めくられる。そういう

ソフトもありますし、あと資料に対して手書きでメモ書きできると、そういう

現にソフトもあるもんですから、そんなものを活用すると前向きかなとは思い

ます。これについては次回少し具体的な資料にして、また御説明させてもらい

たいと思います。きょうの説明はこんなところです、はい。 

委員長 はい、ありがとうございました。今の神谷利盛議員からの報告ですけ
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れども、御質問のある方いらっしゃいますか。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 イメージとしては今、西尾の市議会さんがやられているのがざっとこ

んな感じのことです。多分来年の４月以降を、３月予算でタブレットを３０台

購入する予算を上げるということを言ってみえましたんで、西尾さんというの

は来年度からタブレットでペーパーレスの会議に向けていくんだろうなと思っ

ていますけど、大体こんなようなお話を西尾さんも言ってみえましたし、今回

は特に当局側と話をしていただいておりますんで、要は高浜の行政側もいろい

ろなレベルの中でペーパーレスとそれから会議の中でパソコンを使って、パソ

コンというかタブレットを使ってというのを前向きに考えておるという部分も

含めての動きという理解でよろしいですかね。 

説（２） すいません一つ追記で、忘れました。打ち合わせの中でという条件

ではありますけど、オフィシャルな席ではないんですけど市役所内のペーパー

レスが一向に進まんと、それから議会がこういうことで進めるだとか、議会が

こうやっているんだから行政側も少なくともやれや、というような建設的な議

論をしてもらえるとうれしいなというような会話もあったということで了承を。 

委員長 はい、それでは質問をよろしいですかね。 

問（１６） 私こういうことに疎いもんですから、自分でできることを聞いち

ゃうかもしれませんけど、①の市庁舎内のみダウンロード可能ということです

と、例えばペーパーレスで紙なしで資料を取り込んだときには大体、資料とい

うものは家でいつも確認したり、それからいろいろ勉強したり、家で見ること

が多いもんですから、そこら辺は不可能になるということですか、そこでちょ

っとお聞きしておきたいと思います。 

答（２） 説明不足ですいません。パソコンをここに持ってきます。で、ここ

でダウンロードします。つまりここにデータがちゃんと取り込めます。取り込

んだらこれはメモリーに入りますので、これを自宅に持っていっていただいて

開いて見るのはもちろん可能です。さっきちょっと申し上げたのはセキュリテ
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ィの問題もあるんで自宅から、自宅で資料を取り込むということはできません

よということです。あくまでも面倒くさいけどここに持ってきて、ここで取り

込んでくださいということを前提にしていますということです。自宅で持って

いることは全然問題ありません。 

委員長 ほかによろしいですか。はい、それではほかに何かこういう、ここの

議会ではこういうことをやっておるとかありましたら、ＩＴ電子データ化に関

連したような情報というのは皆さんございますか。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 また、じゃあそれぞれ議員さん横のつながりもあると思いますので、

また情報収集していただければと思います。それともう一つ時期尚早と思われ

るかもしれませんけども今、こういう動きを前向きに進めていこうというとこ

ろを報告として動いてもらっているんですけれども、私もそうですけど、２番

委員とともにやっておるわけですけど、前回報告しました半田さんの場合は一

般質問等でタブレットで、紙のかわりにそのタブレットを持って一般質問をや

っておると、これはもう現行やられておるわけですよね。そういったことを、

実際そういうことを、実は私も高浜の議会が許してくれるんだったらパソコン

というかタブレットを持ち込んでやりたいんだという思いがもしある方がみえ

るんでしたら一応お聞きしておいて、それでまたこういう話を今神谷利盛委員

がやってくれているんですけども、できればその、この特別委員会ではなくっ

て簡単な話をすると部会みたいな形で、そういうことを割と進めたいという方

を２、３人やっぱり情報を共有していくためにも、ともに動いていただくとい

いのかなあという気がするんですよ。そういう思いがある方がもし委員の中、

あるいはきょう傍聴の方も皆さんみえるんで、そういう方がみえる、そういう

方がみえましたらぜひ利盛委員と一緒に当局側とそういう話をしたりだとか、

それから実はこういう情報をもらったからこの議会を一回見に行こうよとかい

うような活動をまたしていっていただけたらなということも思いますし、半田

さんが今やっているようなことは極端な言い方をすると、この１２月定例会か
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らでも例えば議長のオッケーがあって、オッケーがあればやれないことはない

んですよね、自分のことですから。ただし、その固まっちゃったから、もう一

般質問ができんくなっちゃったみたいなことは想定できんことはないんですけ

ども、こういうこともやっぱりやれるところからやれることと、それから全体

で動かないとやれないこととあると思うんですよ、同じＩＴ電子化、電子デー

タ化でも。そういうところをちょっと区分してやっていかないと結局これ、毎

回毎回こうやって報告を伺うだけで何も進んでいかないんですよね。そのとこ

ろを一回、次回またしっかりと御意見として伺わせていただきたいもんですか

らぜひ、やれる今、やれることはこういうことだから、こういうものの持ち込

みを許してほしいとか何とかという御意見がありましたら、またお持ちいただ

ければと思いますのでよろしくお願いをいたします。それでは、重ねてまた調

査もお願いしたいと思いますので、先ほど言ったように利盛委員からも声がけ

をしていただいて、仲間をぜひふやしていただくということを重ねてお願いし

たいと思います。それでは続きまして、よろしいですね。 

 

② 決算・予算特別委員会（事業別審議する）主要新規事業 

委員長 このテーマについては、各会派でこういう項目は入れたほうがいいと

か、こういうようなフォーマットがいいとかっていうようなことを検討してい

ただいて、今回発表していただくようにお話をして、前回お話をさせていただ

きました。各会派より検討された結果についての発言をお願いしたいと思いま

す。 

意（４） 市政クラブといたしましては現在まだ考慮中といいますか、会派で

完全にまとまっておりませんので、ちょっとこちらではただいま考慮中という

ことでお願いしたいと思います。以上です。 

意（１６） 公明党もまだきちっと出せる状況ではないですので、もう少し時

間をいただきたいと思います。 

意（１２） 私どもも同じような状況ですが、今出ていますよね、予算と決算

で。 

委員長 主要・新規ですね。 
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意（１２） はい。それにどういうのが追加されるのかというのが、ちょっと

具体的なイメージとしてまだ。そういうことでまだ考慮中です。 

意（６） 私どももまだ、どの資料に何を付け加えたらいいかというのは検討

中ですので、もう少し時間をください。 

意（５） 基本的には今の形で私はいいと思うんですけど、付け加える資料が

あったらそれを見て検討していきたいと思います。 

意（１１） 多分足らないことがそのちょっと、さっと出てこない。ニーズに

対しての結果、成果、指標の数値化が多分足らないような気がしていて、でも

それはどういうふうに表したらうまくわかるかっていうのは検討しています。

前年度までのその予算と決算が一目で、その１枚のシートでわかるようになる

といいなあというのと、自己評価も加えるといいのではないかと検討はしてお

りますが、１枚の紙でどういうふうに上手く収まったらいいかというところま

ではいっておりません。 

委員長 はい、わかりました。それではまだ検討中という御意見も多くありま

すので、御検討いただきたいということを思いますけども、少なくともこれは

もう１２月定例会が始まりまして次の３月が予算になりますので、３月までで

は全然だめですから、もう１月中、遅くとも１月中ぐらいには新しいものを求

めるんであればまとめて当局側に示さないと意味がないということになります

んで、そこのところを、期間的な部分をしっかり把握していただいた上で各会

派で御検討をまとめていただきたいと思います。何といいますかね、やっぱり

例えばですけども、イメージがしっかり湧かないということであれば極端な言

い方ですけども、現状のもので一つ例を挙げていただいて、例えばこういう事

業に関してこの書き方だとこういう部分が抜けているんじゃやないかとかいう

ものを例えば準備、こういうものを準備しますので、皆さん方に見ていただき

ながら検討するという方式がわかりやすいのかなあという気もするんですよね。

そういうところも含めて皆さんに御理解がいただけるように今１１番委員が、

神谷直子委員が説明していただいたんですけども、これとこれが足らないんじ

ゃないかとか、これを足したらどうだとかいうことを例えば言われても、多分

皆さんイメージがなかなかついていかないと思うんですよね。ですから、でき
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ればこういうビジュアルで見たほうがきっとわかりやすいのかなあという気が

しますので、もしそのプラン、フォーマットみたいなものが思い浮かぶのであ

ればそういった形でお示しいただきたいなということを思いますので、折角こ

こかからもう一回、次回まで繰り越しをするわけですから、これに関しては次

回はその形で出していただければありがたいなあと思いますので、よろしくお

願いをします。この件に関しては議長、よろしいですかね、ありますかね。 

議長 この件私から言っていますんでできれば基本的に、企業内でもそうです

けども手段の評価じゃなくて結果の評価なんですよね。それができる資料じゃ

ないと議論なんてできないと思いますんで、そういうものに全てが変わるとは

思いませんけれど基本的にそういうものに変われば、例えば主要・新規であっ

て、何年か経過して結果が伴わなければその時点でやり方を見直すなり何なり

しないと無駄な事業になってくるわけですから、そういうことができるように

という意味で言っていますんで、そういうものを、企業の中でやっているよう

なことを持ち込めればと思いますんで、そのベースの案をつくりたいなと思い

ますんで、次回は何とかできるようなことを考えていきたいと思います。 

委員長 それではまた議長の思いもあると思いますんで、議長から議長案とい

う形で出していただいても結構だと思いますんで、なかなか一つでもたたきが

あるといろいろな議論がしやすいのかなという気もしますので、それとこの件

は一番初めから今期の検討テーマとして上ってきている案件です。今議長が言

われたこともそうなんですけども一番大事なことは何かというと、議会が行政

側に対する見方が変わってきたなあというイメージを相手側に与えることが、

これが議会の監視力を高めるということにつながるということなんです。だか

ら、そのために何を求めていくのかということですから、一つの事業で全部の

ものに当てはまるのか、これが当てはまらなきゃだめだということじゃなくて

もいいと思うんですよ、あくまで主要・新規というもの、新規は置いておいて

も主要なものに関して継続でも新規でも結構ですけども、そういうものに関し

ては議会の見方というのがどういうふうに変わってきたか、もっと緊張感を持

ってやらなければという思いにさせることが一番大事な目的であり、それから

我々がその議案に上がってくるものに関しては、その議案をより一層深く理解
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ができるための資料だということ。この両方を求めるものが今回のこの検討テ

ーマの議題に上がってきているものですので、そういう思いで御検討いただけ

ればということを思いますので、よろしくお願いします。 

 

③ 常任委員会の任期について（２年間制への取り組み） 

委員長 このテーマについては前回、各会派より御意見をいただきましたけれ

ども持ち帰りということで、今回改めて御意見を伺うことになっております。

各会派より検討された結果について、発言をお願いしたいと思います。 

意（４） 市政クラブといたしましては、まだちょっとこちらは会派内で検討

中ということでお願いしたいと思います。 

意（１６） 常任委員会の任期についてですけれども、従来どおり任期が１年

で何ら差し支えがないように今のところ思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

意（１２） 私どもも、今の方法で差し支えありませんのでお願いします。 

意（６） 私も、現行どおりで結構です。 

意（５） 今のままでもいいとは思うんですけども、２年間も検討してもいい

とは思います。合わせて、予算・決算委員会も２年間でもスピードとチェック

機能の観点からいいなとは感じています。 

委員長 特別委員会と合わせて。 

意（５） はい。 

意（１１） 従来どおり１年でいいと思います。 

委員長 それでは、この件については結論をどっちにするという結論もそうな

んですけども、前回私から１年でやるか２年でやるかを置いておいても要は高

浜市議会の、例えば福祉文教委員会として何かこうやるっていうようなイメー

ジ、総務建設委員会としてやるっていうようなイメージっていうものをちょっ

と提案の趣旨の中に入れさせていただいたと自分では思っておるんですけれど

も、そういう意味合いの部分も含めて何年度制っていうことではなくて、少し

この委員会としての何かこう取り組みみたいなものっていうものを持っていか

ないと、高浜市議会のそのやっぱり何て言うんですかね、市民から負託を得て
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いる我々個人的な議員という部分ではなくって議会という部分、あるいは常任

委員会という部分での活動というところに結びついていきにくいのかなという

ことをすごく思うんですよね。そういう活動をぜひ入れていくべきだというの

が一番の大もとの趣旨ですから、そこのところも含めて２年にしなくてもやれ

ることはたくさんあると思うんですよ、今言った趣旨で言うんであれば。そう

いったところを、また一度皆さん方でお考えいただけんかなあということをこ

こでちょっと申し上げたいんですけども、こういう考え方に観点で関して御意

見がございましたら。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 例えば他の市議会の例で恐縮なんですけれども、例えば福祉文教委員

会をやるんですけども、委員会っていうものの開催となると要は議会開会中し

か認められていないもんですから、要は継続調査になっていないところが結構

多いんですよね。で、それを委員会ではなくって同じメンバーで、部会という

名目で当局に例えば福祉部に来てもらってこの件で説明を求めると。例えば生

活困窮者自立支援事業についてその部会で勉強会をやるんですよね、それを。

例えば来年度から取り組むに当たって、我々基礎的なことも何も知らないから

教えてくれよ、で我々議会も例えば議会研修会で今回もマイナンバーについて

勉強しようじゃないかという話になったじゃないですか。ああいったものでも

本来遅いんですよね、１月では。例えば現段階でも総務建設委員会か、うちは。

その委員会が例えば当局も呼び込んでどういう流れでいくんだと、現状今二池、

碧海町はもうマイナンバー来ています。あれは行政がやっているわけじゃない

ですもんね。郵便局が各町内をできるだけ早く埋めていきたいもんですから、

配り忘れが届かないという事態を避けたいもんですから多分町内別で一生懸命

進めているんで、全く来ていないところともう来ているところがあるんですよ

ね。そういったことも知らないわけですよ、我々は。それで行政から来るもん

だと未だに思っている方がたくさんみえるし、そういうものも例えば呼び込ん

で、そういう話を聞くだとかいうことを僕は委員会としてやっていけないかな
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と、常任委員会というのはだからすごく重みのある委員会。それが僕はそうい

う思いがあるんで、じゃあそれでたった１年でいいのというような思いからそ

ういう話を出したというのがもとですので、そこのところをまた一度検討した

いと、１年でもいいですけど今言ったような活動ができないかなあというとこ

ろが一番肝の部分なもんですから、ぜひそこのところを御検討いただきたいな

あということでもう一回持ち帰って御検討いただけないでしょうか。よろしい

でしょうか、２年制にする、せんということは抜きにしてね、そういう委員会

の活動ということで、これはここで議員改革の委員会ですので、そういう言葉

に結びつけていかないと意味がないもんですから。これがまるかバツか、じゃ

あやります、やめますみたいな話だけでは意味がないと思いますので、そうい

う逆に委員長からの提案をさせていただきますので、よろしくお願いをしたい

と思います。 

 

④ 代表質問制導入について（１回／年、首長選挙後に開催） 

委員長 これにつきましても先期からの議題でありますけれども、この説明を

一度、どういうものかっていう説明を一度したほうがいいですね、はい。それ

では代表質問制導入について入りますけども、これは市政クラブさんからのも

のなんですけれども、市政クラブさんでは私が提案をしたもんですから、私か

ら説明をさせていただきたいと思いますけれども、ちょっと委員長代わります

ね。委員長ちょっと代わって。 

 

 委員長職を副委員長と交代 

 

説（１３） それでは、代表質問制導入についての説明をさせていただきます。

これ導入している市議会もあれば、やっていないところもあります。一番大き

な部分で言うと何かといいますと、わかりやすく言うと今回の１２月定例会で

す。一般質問、今回１２人の方が登壇される予定になっていますけど、私ども

例えば市政クラブでいいますと１人７０分の時間の一般質問で、それで行政全

般について伺っていきたいということで役割分担をしてやっていくんですけど
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も、これ途中でほかの方々が間に入ると非常に分かりにくい質問になる可能性

があるということで、一般質問の抽選も受けずにそろってやるという形を、こ

れ今回２回目になります。昨年度もこういう形でやらせていただいております。

結局私ども１０人の会派ですから思い、１０人分の思いがあるわけですよね、

申しわけないですけれども。一般のときでもそうですけれども、一般質問で例

えば誰かが教育のことをやりますということを言うと、教育のことを１人がや

るんであれば２人、３人と同じことをやるわけにはいかないもんですから、そ

の２、３人のやりたい人たちの思いを背負って一般質問をやっているつもりな

んですよ。まさにこれ代表質問なんです、我々がやっているのは。これがじゃ

あ一人会派の方と重みが違うのかというと、重みは一緒ですよ。一緒なんです

けれども、当局に対するプレッシャーというのは、僕は違うと思うんですよ。

そういった意味でこれは国会で多くやっている姿が見られると思いますけれど

も、代表質問制度っていうのは首長が所信表明演説をしたとき、あるいは改選、

首長の改選の一番初めの議会のときに代表質問を導入している議会が多くある

という例であります。基本的には最大会派から順次時間を、例えば所属議員数

掛ける何分というような人数をもって、市政全般にわたって市長に直接問うと

いうのが代表質問です。これはだから、その今言ったように代表質問制度です

から、各会派の方々がそれぞれ代表ですから、各派代表者の方々が全員立てる

わけですよ、代表質問には。これは全部市長に答えていただく、直接。運用は

もういろいろあると思います。うちは、じゃあ高浜市議会の場合は先輩議員も

みえますけども、３月定例会で予算のことを一般質問しませんよね。基本的に

は予算という議案が上ってきていますから、その予算特別委員会で、あるいは

総括質疑で聞けばいいということで、一般質問の中には予算に関することは聞

かないです。これがルールになっています。だからほかのところでは所信表明

の文章を２、３日前にもういただいて、開会の２、３日前にいただいて、それ

に対しての質疑を代表質問でやっているところがあります。それから、代表質

問で予算のことを徹底して聞く議会もあります。それから首長選挙が終わって

最初の議会のときっていうのは、これはもうその首長の改めての期が初めての

期であったり、改めての期が始まるわけですからそういったところでその市長
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の、その自分の任期のことをしっかりと聞くということでやってみえるところ

もあります。運用、使い方はいくらでも変えられると思いますけれども、高浜

の場合は先に言ったように３月定例会では、一般的に予算のことは一般質問等

で取り上げませんので、大体１２月議会で来年度の予算編成について問うとい

う形でやっているのが、これ今までのずっと流れなんですよね、高浜市議会の。

で、これに代表質問制度っていうのを導入したいなあということで、当然１日

余分に時間を取ります、代表質問ですから一般質問とは別に設けます。代表質

問入れるっていう議会に関しては、質問が３日間ですねというようなイメージ

で提案をさせていただきました。今、言ったのが前期から話をさせていただい

ています代表質問制導入についてということであります。また前回の、前期の

ときの資料が多分事務局にあると思いますんで、一度他市の例でまとめてもら

ったことがありますんで、何とか市議会は代表質問制度を入れています、こう

いう方法でやっていますということを、ちょっとまとめてもらった表があると

思うんですよ。それを次回までにお出ししますので、それを見ていただいてそ

の検討する材料にしていただければということで、きょうは私からの説明とい

うことで終わらせていただきますけども、以上がこの今期の検討テーマに入れ

させていただいた代表質問制導入についてのことであります。以上です。 

副委員長 ただいま１３番委員から説明がありましたけれども、どなたか意見

があればお願いいたします。 

意（１２） 今代表質問制の話について説明がありましたが、高浜のように定

数が少ないといいますか１６人の議会でありますので、一人ひとり１６人やる

ということはあまりないと思うんで、今回のように１２人やっても２日間とい

うことで、お一人一人期数が違っても議員というのはみんな同じ重みがあると

思うんですね。ですから市政クラブさんがやられるように、昨年やられたよう

につなげてやられても別にそれは、つなげてっていうのか問題別にやられても

何らそれは問題ありませんし、それから一人会派が一人で自分の問題としたい

ところを取り上げてもそれは構わないと思うんですよ。ですから代表質問する

っていうのは、高浜市のような小さな議会ではあまり何ていいますか、合わな

いと思います。私は今のままでいいと思います。 
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副委員長 ほかに。 

意（１６） 以前にもお答えさせていただきましたけれども、高浜市は会派は

一応６会派あります。しかしながら会派の人数といいますか、今一人会派が４

つ、それであとは小規模な２人会派が１つ。あとは１０人会派ということで、

全員で定数が１６ですので例えば６会派が同じテーマでもって市長に質疑をし

て、市長もこの同じテーマで答弁を繰り返してっていうのは大変な思いがある

んじゃないかなと思いますし、やはり議員個人の発言がある程度抑制されるの

ではないかなという危惧もあります。やはりこういった小規模な議会は、あま

りこういった代表質問というのはなじまないかなと思います。やはり３０名だ

とか５０名だとか、定数の多いところですと会派の人数がそれぞれ５名、６名、

１０名ということになりますので、その中から代表の議員が代表質問を市長に

していくというようなそういったことが代表質問の、要するに一般質問の効率

化というか、そういうのもあって代表質問というものができあがったというこ

ともある本を読んで勉強させていただきましたので、こういった１６名しかい

ない小規模な会派でしたら個人が市民から負託を受けておりますので、代弁者

として本会議でもって質問して政策につなげていくということが大事だと思い

ますので、同じテーマで６会派がやるっていうのはちょっと当局も厳しいんじ

ゃないかなと思います。よろしくお願いいたします。 

委員長 ほかに。開拓志さんよろしいですか。 

意（５） 基本的には１６番委員の意見で私もいいと思うんですけど、先ほど

委員長がおっしゃられた必ず市長に答えてもらうっていうのは、少し魅力的か

なという感じがしております。 

問（１１） ちょっと確認ですけどこれ、年に１回必ずやるということですか。

首長選挙後しかやらないということですか。 

答（１３） 年に１回ではなくって、年に何回やってもいいんですけども基本

的には首長選挙後というのは、当然新しい市長が新しい期を迎えるわけですか

ら、当然その４年間という任期をどうやっていくのかという代表質問に値する

時期だろうということで書いてあるわけです。それからもう１個は、年にこの

斜線で書いてある部分はどういう意味かというと先ほど言ったように３月、３
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月で予算のことを聞くか、１２月で予算編成のときに聞くのか、そういういろ

んな場面を想定すると年何回というのが、これはもう皆さん方がつくるならこ

の場面だよねっていうようなところを考えていただければ結構かなということ

で、結局何回という意味で書いてあるので、１回という意味で書いてあるわけ

じゃない。 

問（１１） もしじゃあこの代表質問制導入を取り入れたら、毎回の議会ごと

に代表質問制の質問をする、会派必ずということですか。 

答（１３） その運用が別にどうでもいいんです。先ほど言ったように市長が

全部答えるのが大変だという話もありましたけども、基本的に例えばですけど

も、ほかの他市の例でいいますと１人せいぜい５分かそこらです、一人会派な

んかは申しわけないですけども、そりゃそうですよ、国会でもそうですから。

人数掛けるですから、所属の。ですからそんなに多くの時間を取るわけじゃな

いし、代表質問をやらないところもあります。会派は多くても代表質問はやら

ないというところもありますから、それはもう運用はどういうふうでも別に構

わないです。ただ代表質問制度というものを設けることによって、当局に対し

てのやっぱりプレッシャーという言い方は失礼かもしれませんけども、そうい

ったものをしっかりと、一般質問と代表質問は僕は違うと思うんです。一人会

派の方が代表質問に立つ場面と、一般質問に立つ場面でも違うと思うんですよ。

代表質問でこれをテーマに取り上げるという意味は全く違うと思いますから、

ですからそこのところをこう思っていただけんかなあということでテーマの提

案をしています。 

意（１１） じゃあそういう意味でしたら、取り入れる方向で考えてみてもい

いかなと思います。 

委員長 それでは、委員長を交代させていただきます。 

 

委員長職を副委員長から正委員長に交代 

 

委員長 はい、すいません。ありがとうございます。一応さっきも提案説明で

言わせていただきましたけれども、前期のレベルの中で調べたものがあります
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ので、他市の例ということで一度皆さんにお示しをしますので、先ほど言った

ように運用は考えていただければ結構かと思いますけども、どういうようなこ

とを他市がやっているのかということを勉強するという意味合いも含めて、次

回また出させていただくということで御理解いただきたいと思います。よろし

いでしょうか。 

 

質 疑 な し 

 

委員長 それでは、これで一応議会としては全て討議も終わりますけど、何か

皆さんでございましたら、よろしいでしょうか。 

 

質 疑 な し 

 

委員長 一つだけお願いします。委員会の開催を待つ部分というのはあまり

時間がないもんですから、その他で上げさせていただきました広聴会の件。

やるかやらないかだけを各会派で決定をしたら、事務局に言ってください。

議長でまた日程を出していただくような形を公務のない、年明けは結構、公

務が大変だと思いますので１月１５日過ぎで日程を組んで、すぐ進めていか

なきゃいけないと思いますので各会派で話し合っていただいて、広聴会をや

る、やらないという部分を事務局に出していただくということでよろしいで

すかね。 

問（５） 広聴会のやり方っていうのはどんな感じで。前回と同じ、どうい

う説明をして市民の皆さんの意見を聞くかっていうそのやり方次第のとこ

ろもあって、ちょっとそのやり方をお伺いしたいというか、その説明はどう

いう説明をされるのかっていうところをその、行政が使った資料を使って誰

かが、議員の方が説明をするのか、どういう説明をするのかというのを具体

的にわからないとちょっと検討ができないので。 

委員長 基本的にテーマは前回のことで考えると、公共施設のあり方につい

てというようなテーマになるのかなあという気がしますけども、もっと例え
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ば絞り込んでやるのか、例えば何だ、高浜小学校の建て替えについてとか、

それから例えば中央公民館の廃止についてだとかいう具体的な話をやるの

か、それとも公共施設という大まかなものでやるのかということ。それから

今５番長谷川委員が言われたみたいに、やり方も議会が知り得るこう、もの

というのは当局がやった公式の説明会のものでしかないというか、それ以上

のところは多分会派の思いであったり議員個人の思いになってしまうんで、

公平な部分で言うなら説明というのはそこしかないと思うんですよね。それ

は、当局のほうに説明してもらうという方法も当然あるのかもしれませんし、

それをもって意見を伺うっていうことも方法かもしれないし、現状で知って

おることを説明も何もしないで、知っている部分だけを説明として加えると

いうやり方もあると思いますし。そこも含めてじゃあ一度こういうやり方で

やる、やらない、テーマはこれでというようなことまでも出して、そこまで

出してもらうようにしましょうか。そのほうがわかりやすいのかもしれませ

んし、よろしいですかね。広聴会をやる、やらないはですけども、どういう

テーマでどういうやり方、そう細かいやり方まではいいですよ。細かいこと

まではいいですけども、こういうテーマでこういうやり方でやるとか、それ

か今回はやらないとかいうことで、事務局に出していただければと思います。

よろしいですかね。 

 

質 疑 な し 

 

委員長 それでは、これで以上をもって、議会改革特別委員会を終了したい

と思います。 

 

 

委員長挨拶 

 

                     閉会 午前１１時４９分 
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            議会改革特別委員会 委員長 

 

 

 

            議会改革特別委員会 副委員長 

 

 


